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SJクイズ
[ 問題編 ]

3Q 警視庁が平成27年 7月中に実施した胸部プロテクターの
着用状況調査の結果、対象ライダーの着用率は次のうち
どれでしょう？
①約 7％　②約 21％　③約 35％

1Q 平成27年中の二輪車（原付・自動二輪）乗車中の交通事
故死者数を年齢層別にみると、次のうち最も多い年齢層は
次のうちどれでしょう？
① 20 ～ 29 歳　 ② 40 ～ 49 歳　③ 50 ～ 59 歳

①頸部 　②胸部　 ③腹部

2Q 平成27年中の二輪車（原付・自動二輪）乗車中の交通
事故死者数を損傷部位別にみると、頭部の割合が 42.8％
と最も高くなっていますが、次に多い部位は次のうちど
れでしょう？
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[ 解答 ･解説編 ]

＜解説＞　
警視庁が平成27年7月、各警察署における二輪車ストップ作戦実施中に指導した自動二輪車および原付
のライダーの胸部プロテクター着用率は7.1％だった。着用しない理由を尋ねると、「着用するのが面倒」
という回答が43.2％と最も多くなっている。「プロテクターを知らない」（10.2％）という回答は年々減
少しており、プロテクターの認知度は上がっているといえる。

3Q ①約7％解答

②40～49歳1Q 解答

＜解説＞
平成27年中の二輪車（原付・自動二輪）乗車中の交通事故死
者数（677人）を年齢層別にみると、40～ 49歳が17.7％、
50～ 59歳も14.9％と、中高年層が占める割合が高くなって
いる。中高年ライダーは安全運転を心がけ、交通事故防止に努
める必要がある。

＜解説＞
平成27年中の二輪車乗車中の交通事故死者数を損傷部位別に
みると、頭部（42.8％）の次に多いのは胸部（27.8％）である。
二輪車の事故では、ライダーの身体が投げ出されると、相手の
クルマやガードレールなどに胸部が衝突し、肋骨や内臓を損傷
することで、頭部に次いで致命傷となりやすい。そのため、ラ
イダーはヘルメットのあごひもをしっかり締める（指一本が入
る程度）とともに、胸部プロテクターも着用してほしい。

2Q ②胸部解答

出典：警察庁資料

出典：警察庁資料

出典：警視庁資料
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75歳以上
12.1％
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